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2 佐々木 花子 さん(84歳・女性) 要介護3 / ショートステイ利用中

■  基本情報

年齢・性別 84歳 女性 介護度 要介護3

移動 車椅子(全介助) キーパーソン 娘(60代・近居)

普段の暮らし 自宅で生活。近くに住む娘夫婦が日常的に世話をしている

今回の利用 ショートステイを1週間の予定で利用中。まもなく帰宅予定（帰宅後は訪問看護などを利用予定）

■  直近の経過(ショートステイ滞在中)

■  生活・人物像  /  周囲の状況

💭 グループで話してみてください

📝 出てきた「迷い」を付箋に書き出しましょう(1人1〜2枚) / 1枚=1迷い / 「○○を○○するか迷う」の形で
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滞在の途中から、背中・腋窩・腹部に湿疹が広がってきた▶

夜間に「かゆい」と訴え、寝具を引っかく動作がある▶

施設の嘱託医(内科医)が診察。「おそらく疥癬だろう」との判断。皮膚科による確定診断はまだ受けていない・

同室者(他3名)には現時点で皮膚症状なし・

既往:アルツハイマー型認知症・骨粗鬆症・乾燥肌(年単位で軟膏使用)・

元・小学校教諭。穏やかで、職員にも丁寧な言葉づかい・

帰宅後を楽しみにしている。東京に住む孫夫婦が、生後6か月のひ孫を連れて会いに来る予定。孫の夫が有給を

とり、ようやく実現した一日

・

近居の娘は「ショート先が不潔だから疥癬になったのでは」と、施設に不満を漏らしている・

同室のおばあさんは、感染症をうつされるのではと不安になり、職員に文句を言い始めている・

今日からあなたの職種が、この佐々木さんに関わります。どんな場面で「迷い」が生まれそうですか?Q1

疥癬とわかった(あるいは疑われている)この方をめぐって、お医者さん・本人・ご家族・サービス事業

所の言うことが、少しずつ食い違うことがあります。あなたの職種は、その「あいだ」で、どんな調整

に迷いますか?

― たとえば、こんな場面 ―

Q2

医師は「治療をしたから大丈夫」と言うが、本人はまだ「かゆい」と訴えている。予定どおりサービスを

使ってよいか

—

生後6か月のひ孫が、帰宅後に会いに来る予定。会わせてよいか、誰がどう判断するか—

娘の「施設が不潔だから」という不満を、どう受け止め、どう伝えるか—

同室のおばあさんの不安に、どこまで・どう説明するか—



職種別ヒント 疥癬の場合 ― 職種別ヒント CASE 02 / 疥癬疑い

Q1「どんな場面で迷いが生まれそうですか?」で手が止まったら、自分の職種の欄を見てください。佐々木さんの

ケースを、その職種の現場に置き換えた「たとえば、あなたの場合」です。答えではなく、迷いを思い出すきっか

け。ここに書いていない迷いを出してもらって構いません。

居宅ケアマネ

疥癬疑いのまま帰ってくる利用者の、帰宅後のサービスをどう段取るか。訪問看護をいつか

ら・どう入れるか。各事業所に「疥癬の疑いがある」とどこまで伝えるか。サービスを止め

る／続けるの線引きに迷う場面があるはず。

地域包括

（総合支援セン

ター）

自分が見守っている方が疥癬になることもあれば、こんな形も ― 佐々木さんの夫が要支援

で、その夫をあなたのセンターが担当している。疥癬疑いの妻が帰ってくることで、妻側の

事業者とも調整が必要になる。世帯まるごとで考えるとき、誰とどう動くか。

訪問看護師

帰宅後、居室で処置やケアにあたる。肌に直接ふれる場面で、どこまで身を守るか。確定診

断が出ていない「おそらく疥癬」の段階で、手袋・エプロンをどう使うか。やりすぎても、

やらなさすぎても気になる ― その加減に迷う。

訪問介護員・サ

責

（定期巡回含む）

居室や寝具に触れながら身体介護を行う。利用者宅の環境（寝具・絨毯など）で、どこまで

気にすればよいか。サ責としては、ヘルパーに何をどう伝え、訪問の順番をどう組むか。事

業所として訪問を続けられるかの判断にも迷う。

福祉用具

専門相談員

貸与しているベッド・マットレス・車椅子に、疥癬疑いの方が使っていたものが含まれる。

回収・消毒・交換をどうするか。次に使う人への影響をどう考えるか。「いつから・どこま

で」気にするかの目安がなく迷う。

病院の地域連携

室

（MSW・退院調

整Ns）

ショートステイを「入院」に置き換えて。入院中に疥癬が疑われ、退院後の対応を地域に引

き継ぐ必要がある。さらに娘は「病院なのに、不潔だから疥癬になったんだ」と怒ってい

る。その怒りをどう受け止め、医学的なことをどう伝えるか。退院調整と家族対応のあいだ

で迷う。

社協・生活支援

コーディネータ

ー

サービスの隙間にいる方や、家族の不安が地域に広がる場面に関わることがある。「あそこの

施設で疥癬が出たらしい」といった噂や不安が地域で動いたとき、どう受け止め、どう橋渡

しするか。

リハ職・機能訓

練

指導員

機能訓練やリハで、肌が密着する関わりが生まれる。確定診断前の「おそらく疥癬」の段階

で、訓練を続けるか・控えるか。本人の機能維持と、感染への配慮のあいだで迷う。
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